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になるのに対して， Purdueモデルで、は重要で、ない （Wi=+ 1）属性に関しで
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まず Purdueモデ、ルの Buが属性の評価と保有を要約しているので寧ろ Ros-
en bergモデルの乙およびViに相当する因子と見倣されるため，次にRosenbeg 
モデ、ルの viが重要性の尺度ではなく満足あるいは評価の尺度であるにも拘わ
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これに対して Shethは， Purdueモデ、ルが Rosenbergモデ、ルの比較的妥当
な変換であるとする立場から， Rosenbergモデルを Fishbeinモデルと同一視
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Purdueモデルの Buは信念 Biと評価Eiを共に含み，これに顕著性 Siに等








Purdue モデ、ル… ···Ai ＝~ Si (Bi ・Ei)
Rosenbergモデ、ル……Ai=2jBi (Ei ・Si) 
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これに対して， Shethは再び ColumbiaBuyer Beharior Projectのデータを
利用して②の有効性を主張すると共に， Bijを態度スコアへ変換するための集
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属性 Ai P11 P12・・・Pin
属性 42 P21 P22・－…・P2n
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象である製品種類 C1,C2，…C揖との関連で評価された製品属性 A1,A2，…An 
に対する好・悪の程度 L,I• L,2, L3,, ・・・L仰をあらわし またふは動機 M,,
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